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ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容が最新でない
場合があります。製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文デー
タシートをご確認ください。

DS90C401
LVDS 2回路入りCMOS差動出力ライン・ドライバ

D
S90C

401

N
/A

20050815
U

pdated M
08a package outline from

 rev H
 to K

C
onverted to nat2000 D

TD
.

fixed pid base part # to identify base
copy and renam

e D
S90C

031: SG
M

L keyed in by N
SC

, edit typos
ds100013

23660

19931015

M
ike W

ilson

D
S90C

401

LV
D

S 2
回
路
入
り

C
M

O
S
差
動
出
力
ラ
イ
ン
・
ド
ラ
イ
バ

概要

DS90C401は平衡伝送ラインでのデジタル・データ伝送用に設計
されたLow Voltage Differential Signaling (LVDS)形態の 2回路
入りCMOS差動出力のライン・ドライバです。DS90C401は EIA-
644及び IEEE1596.3 (SCI LVDS)規格に適合しており、同規格
であるDS90C402と組み合わせることにより、ポイント・ツー・ポイ
ント構成の低消費、高速 (155.5Mbps 以上 )のデジタル伝送が可
能です。特にチャネル間スキューが 1ns ( 最大 )と少ないため、
同期転送のパラレルインタフェースに最適です。

DS90C401は出力形態が小振幅 (抵抗 100Ωにて、340mV)な
らびに定電流出力のため、立ち上がり / 立ち下がり時間が高速
であるにもかかわらず、電磁輻射ノイズ (EMI)が DS26C31に比
べて少なくなっています。また定電流出力形態は負荷の増減 (終
端抵抗など) にかかわらずデバイスの消費電力をほぼ一定に保ち
ます。

このデバイスは、入力をTTLレベルで受け取り、出力をEIA-644
出力レベルに変換します。

DS90C401は、EIA-422規格以上の高速伝送を必要とするアプ
リケーションや、消費電力の大きい疑似 ECL (PECL)と置き換え
て使用することが可能です。

特長

■ 5.0V単一電源

■ IEEE1596.3 (SCI LVDS)規格に適合

■ ANSI/TIA/EIA -644規格に適合

■ ＞ 155.5Mbps (77.7MHz)の転送レート

■ 差動出力信号 ± 340mV

■ 低消費電力設計

■ 差動出力スキュー 900ps (最大 )

■ チャネル間スキュー 1.0ns (最大 )

■ デバイス間スキュー 3.0ns (最大 )

■ 伝搬遅延時間 3.5ns (最大 )

■ 定電流出力 3.4mA

ピン配置図

Order Number DS90C401M
See NS Package Number M08A

機能図
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絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

推奨動作条件

DC電気的特性
特記のない限り、推奨動作条件に記載の電源電圧及び動作周囲温度に対して適用。 (Note 2、3)

スイッチング特性
VCC＝＋ 5.0V、TA＝＋ 25℃ (Note 3、4、5、6、9)

最大電源電圧 (VCC) － 0.3V～＋ 6.0V

最大入力電圧 (DIN) － 0.3V～ (VCC＋ 0.3V)

最大出力耐圧 (DOUT＋、DOUT－ ) － 0.3V～ (VCC＋ 0.3V)

出力短絡時間

連続最大パッケージ許容損失 (PD) (周囲温度 25℃において )

SOIC“M”パッケージ 1068 mW

25℃以上の周囲温度で使用される場合は、
　Mパッケージ 8.5mW/℃
を減じてください。

保存温度範囲 (TSTG) － 65℃～＋ 150℃

許容リード温度 (ハンダ付け 4秒 ) ＋ 260℃

PN接合温度 ＋ 150℃

ESD耐圧 (Note 7)

HBM、1.5kΩ、100pF ≧ 3500V

EIAJ、0Ω、200pF ≧ 250V

最小値 標準値 最大値 単位

電源電圧 (VCC) ＋ 4.5 ＋ 5.0 ＋ 5.5 V

動作周囲温度 － 40 ＋ 25 ＋ 85 ℃
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Parameter Measurement Information
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FIGURE 1.   Driver VOD and VOS Test Circuit
2

FIGURE 2.   Driver Propagation Delay and Transition Time Test Circuit
3

FIGURE 3.   Driver Propagation Delay and Transition Time Waveforms

代表的なアプリケーション
4

FIGURE 4.   Point-to-Point Application
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アプリケーション情報
LVDSドライバとレシーバは、まず、Figure 4 に示したような、複
雑でない、ポイント・ツー・ポイント(一組のドライバとレシーバ )の
構成での使用を目的としています。この構成は、ドライバの速い
エッジレートのためのクリーンな信号の環境を提供します。レシー
バは、標準的なツイストペア・ケーブル、パラレルペア・ケーブル、
または簡単なプリント基板のパターン等の平衡伝送経路を通して
ドライバに接続されます。標準的には、メディアのインピーダンス特
性は 100Ωのレンジにあります。100Ωの終端抵抗は、メディアに
適応するように選択され、かつ、可能な限りレシーバの入力の近
くに配置されるべきです。終端抵抗は、ドライバの電流ソースをレ
シーバによって検出し電圧に変換します。その他の構成として、
マルチレシーバ構成等が可能です。しかしミッドストリーム・コネク
タ、ケーブルスタブ、その他のグラウンドのシフト等によるインピーダ
ンスの不連続、ノイズマージンの制限等の影響、及び終端の負
荷の総計等が考慮されなければなりません。

DS90C401 作動出力ライン・ドライバは、平衡電流出力ドライバと
して設計されています。電流出力のドライバは一般的に言えば、
高い出力インピーダンスを持ち、範囲内の負荷にほぼ一定の電流
を供給します。(一方、電圧出力ドライバは、ほぼ一定の電圧を
範囲内の負荷に供給します。 )電流は、負荷を通してロジックの
状態を作るために一方向にスイッチされ、また別の方向では他の
ロジックの状態を作ります。

標準的な出力電流は、3.4mAにすぎません。最少値は 2.5mA、
最大値は 4.5mAです。電流モードは信号を終端し、Figure 4に
示したようにループを完結する終端抵抗 (上述したように )を必要
とします。AC 終端または、終端されていない構成は許されてい
ません。3.4mAのループ電流は、100Ωの終端抵抗を通して、レ
シーバが伝送経路の損失を無視できる、最少 240mV の差動ノ
イズマージンをもって検出できる、340mV の差動電圧を作ります
(340mV－ 100mV＝ 240mV)。信号は Figure 5に示したように、
グラウンドから1.2Vを中心に置かれます(ドライバオフセット、VOS)。
注意点として、安定した状態の出力 (VSS)の P－ P値は差動電
圧 (VOD)の 2倍となり、標準で 680mVとなります。

電流出力ドライバは、RS-422ドライバのような電圧出力ドライバを
超える実質的な利点をもたらします。電流は、スイッチング周波数
に対して相対的に安定です。それに対して、RS-422 電圧出力
ドライバでは、多くの場合には 20MHz～ 50MHzの間で指数関
数的に増加します。これは重複した電流が、デバイスのレールの
間を内部ゲートがスイッチする時に流れることによります。これに対
して電流出力ドライバは、実質的には、重複する電流なしに一定
の電流をその出力の間でスイッチします。いくつかの ECL と
PECL(擬似 ECL)のデバイスにも同様な製品がありますが、ECL
と PECLを使用した設計では、静止時にも大きな消費電流が必
要となります。LVDSの製品の消費電流は、同様な PECL製品
の 80％以下です。LVDSドライバの AC特性の仕様は、現行の
RS-422ドライバより約 10倍改善されています。

5

FIGURE 5.   Driver Output Levels
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端子説明
TABLE 1.  Device Pin Descriptions

製品情報

Note 1: 「絶対最大定格」とは、この値を超えるとデバイスの安全を保障で
きない値です。 デバイスがこの規格値で動作する事を意味してい
るわけではありません。「電気的特性」の表にデバイスの実際の動
作条件が示されています。

Note 2: デバイスのピンに流れ込む電流はすべて正、デバイスのピンから流
れ出す電流は負と示されています。VOD1とΔVOD1を除くすべて
の電圧はグラウンドを基準としています。

Note 3: すべての標準値は、VCC＝＋ 5.0V、TA＝＋ 25℃の値です。
Note 4: チャネル間スキューは、同一チップ上におけるチャネル間の伝搬遅

延時間の差として定義しています。
Note 5: チップ間のスキューは、最大、最小間の差動伝搬遅延時間の差と

して定義しています。
Note 6: 特記のない限り、パルスゼネレータの波形は、f ＝ 1MHz、ZO ＝

50Ω、tr＝ tf≦ 6ns。
Note 7: ESD耐圧 : HBM (1.5kΩ、100pF) ≧ 3500V

 EIAJ (0Ω、200pF) ≧ 250V
Note 8: 出力短絡電流 (IOS)は大きさを表し、マイナス符号は電流の流れる

方向を表しています。
Note 9: CLはプローブ容量と治具容量を含んでいます。

真理値表

H = Logic high level
L = Logic low level
X = Indeterminant state

代表的な性能特性

Power Supply Current
vs Power Supply Voltage

Power Supply Current
vs Temperature
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代表的な性能特性 (つづき)

Power Supply Current
vs Power Supply Voltage

Output Short Circuit Current
vs Power Supply Voltage

Power Supply Current
vs Temperature

Differential Output Voltage
vs Power Supply Voltage
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代表的な性能特性 (つづき)

Differential Output Voltage
vs Ambient Temperature

Output Voltage High vs
Ambient Temperature

Output Voltage High vs
Power Supply Voltage

Output Voltage Low vs
Power Supply Voltage
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代表的な性能特性 (つづき)

Output Voltage Low vs
Ambient Temperature

Offset Voltage vs
Ambient Temperature

Offset Voltage vs
Power Supply Voltage

Power Supply Current
vs Frequency



9 www.national.com/jpn/

D
S

90C
401

代表的な性能特性 (つづき)

Differential Output Voltage
vs Load Resistor

Differential Propagation Delay
vs Ambient Temperature

Differential Propagation Delay
vs Power Supply Voltage

Differential Skew vs
Power Supply Voltage
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代表的な性能特性 (つづき)

Differential Skew vs
Ambient Temperature

Differential Transition Time
vs Ambient Temperature

Differential Transition Time
vs Power Supply Voltage
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2006 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。

外形寸法図 単位は millimeters

8-Lead (0.150″ Wide) Molded Small Outline Package, JEDEC
 Order Number DS90C401M
 NS Package Number M08A
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